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 本論文は、日本近代文学における超越的なるものへの志向性について考察す
るものである。全体は三篇二十一章と資料とからなる。本論文では「超越的な
るものへの志向性」を、美・芸術への志向性と宗教的なるものへの志向性との
両面から捉え、二つの極への志向性とはそれぞれいかなるものなのか、二つの
極への志向性はどのように関わるのかという課題について、一人一人の作家、
一つ一つの文学テクストの検討をとおして考察した。 
 第一篇では永井荷風の文学と福永武彦の文学を取り上げ、芸術・美への憧憬
と彼方への志向性について考察した。第一章から第三章は永井荷風の文学、第
四章は福永武彦と永井荷風との関連、第五章から第八章は福永武彦の文学を論
じている。永井荷風の文学の場合、宗教との接点は持たないが、芸術・美への
志向性の力学は、福永武彦の文学にも共有されている。第一章では、荷風の初
期短篇小説「深川の唄」を取り上げ、〈音楽〉の芸術的モデルと芸術家小説との
関係を考察した。第二章では、永井荷風の短篇「狐」における〈トポス（場）〉
の問題を、男性原理と女性原理の対立、近代と前近代の対立といった観点から
考察した。第三章では、永井荷風における〈廃市〉のイメージの形成を、ロー
デンバックの小説『死都ブリュージュ』の受容・影響と関連づけて考察した。
第四章では、ローデンバックの『死都ブリュージュ』と永井荷風の随筆「海洋
の旅」との流れに福永武彦の中篇小説「廢市」を位置づけた。第五章では福永
の初期詩篇と初期短篇小説、第六章では福永の長篇小説『風土』、第七章では福
永の長篇『死の島』と中期短篇小説、第八章では福永の中篇「告別」と長篇『忘
却の河』を取り上げ、美と死と永遠の問題、芸術家小説の問題、〈永遠の故郷・
古里〉への回帰の問題等を考察した。 
 第二篇では、芥川龍之介における文学と宗教の問題を、キリスト教文学の観
点から検討した。第一章では、芥川の短篇小説「庭」を取り上げ、「福音書」の
中のイエスの譬え「放蕩息子の帰還」と対比しつつ、〈庭〉という〈トポス（場）〉
の問題を考察した。第二章では、芥川の短篇「歯車」とダンテの叙事詩『神曲』
および正宗白鳥の評論「ダンテについて」との影響関係を検討し、白鳥の「中
世紀への憧憬」に対する芥川の共鳴の内実、登場人物が地獄巡りをすることの
意味について考察した。第三章では、芥川の随筆「西方の人」における「罪の
女」のイメージについて、オスカー・ワイルドの『獄中記』ならびに『聖書』
と対比しながら考察した。第四章では「西方の人」・「続西方の人」における樹
木・植物のイメージを探り、第五章では、芥川の他作品、とくにキリシタン物
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や初期未定稿における樹木・植物のイメージを探った。とくに「無花果」に注
目し、『聖書』との関連、芥川に先行する北原白秋・木下杢太郎らの詩・戯曲の
影響、森鷗外訳『即興詩人』（アンデルセン原作）の影響などの検討をとおして、
芥川文学における樹木・植物のイメージの深層に、イエスの「受難物語」の転
移を探った。 
 第三篇は、森鷗外訳『即興詩人』、正宗白鳥、宮沢賢治、和辻哲郎、堀辰雄、
遠藤周作の文学・思想を取り上げ、地獄巡りの物語の問題性と「天上と地上の
往還」物語の問題性を検討している。その際、日本近代文学におけるダンテ『神
曲』受容の検討を一つの軸とし、『神曲』における「巡礼の旅」のモデルから「巡
礼の文学」の本質について探究している。 
 第一章では、森鷗外訳『即興詩人』に描かれたダンテ『神曲』読書や、登場
人物の地獄巡りの体験が日本近代文学に与えた影響について考察した。第二章
では、森鷗外訳『即興詩人』冒頭に描かれる「バルベリーニ広場」という空間・
〈トポス〉の観点から、鷗外訳『即興詩人』が日本近代文学に与えた影響の大
きさを捉え直した。第三章では、正宗白鳥の評論「ダンテについて」における
「中世紀」という表現を手がかりに、正宗白鳥の「煉獄」の意識と「永遠の故
郷を目指す地上の巡礼者」のイメージについて考察している。第四章では、和
辻哲郎の随筆『古寺巡礼』と宮沢賢治の童話「雁の童子」の検討をとおして、
異郷を漂泊・遍歴する「巡礼の旅」の本質が、「永遠の故郷を目指す地上の巡礼」
にあることを論じた。第五章では、宮沢賢治の「雁の童子」を芥川龍之介の小
説「奉教人の死」と対比し、「天上と地上の往還」物語の意味を考察し、それと
合わせ、両作品の入れ子の物語構造への着目から、物語の様式自体の変容の問
題について考察した。第六章では、堀辰雄の随筆「大和路・信濃路」における、
日本回帰と古代＝〈魂の根源・始源〉＝〈古里〉への憧憬・回帰の問題を検討
した。第七章、第八章では、遠藤周作の長篇小説『死海のほとり』を取り上げ、
「巡礼の旅」と物語の入れ子構造について考察した。とくに、第七章では、『死
海のほとり』に見られるさまざまな「弱さ」の問題とイエスの「受難物語」の
根源的悲劇性とを関連づけて論じ、第八章では、「弱さ」を、「受難」・「受苦」
の「受動性」・「受身性」と関連づけ、さらに、物語の様式としての「アイロニ
ー」の観点から、遠藤周作の文学における「弱さの思想」について考察した。 
 巻末に資料として、芥川龍之介の「続西方の人」の校訂本文を掲載し、自筆
原稿と死後刊行の単行本や全集類の本文との異同を示した。 
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論  文  名 日本近代文学における超越的なるものへの志向性の研究 
本論文は、日本近代文学における超越的なるものへの志向性について広範な検討を加えたものであ
る。論者は、その課題に対して、美・芸術への志向性と宗教的なるものへの志向性の二つの観点を設
定し、また原型的モデルとしてのダンテ『神曲』を視野に入れるなかで考察を試みることによって、
近代文学に内在する超越的志向をめぐる諸問題に多角的に光を当てている。論文全体は、本研究の概
要を示した「はじめに」以下、本論部分は全３篇 21 章で構成され、末尾には資料として「芥川龍之
介「続西方の人」校訂本文」が置かれている。 
 「第一篇 永井荷風と福永武彦―芸術への憧憬と彼方への志向―」は、美・芸術への憧憬が顕著に
窺われる文学者として永井荷風と福永武彦について論じた 8 章から成る。荷風の「深川の唄」「狐」
「海洋の旅」、福永の「廃市」『風土』『死の島』「告別」『忘却の河』等の分析をとおして、両者が音
楽を介在させた根源的な場としての彼方への志向性を共有すると同時に、福永の場合には宗教的なる
ものへの志向性が併存する点に両者を分かつ固有性が認められることを具体的なテクスト分析によ
って明らかにしている。とくに福永武彦における超越的志向としての根源的な場への回帰のモチーフ
が罪・死・暗黒のモチーフに結びつきつつ、宗教的なるものの次元を開いてゆく経緯を解明した本篇
後半の 4 章の分析は重要な成果である。「芥川龍之介とキリスト教文学―植物のイメージと受難―」
と題する第二篇では、キリスト教文学の観点から、芥川の小説、とくに「庭」「歯車」「西方の人」「続
西方の人」その他のテクストに精細な考察を加えた 5章で構成されている。それらの考察において視
点に据えられるのは、『聖書』やダンテ『神曲』、オスカー・ワイルド『獄中記』等の受容の問題であ
り、それによってテクストに折り込まれている〈地獄巡り〉〈受難物語〉のモチーフやイメージが照
射され、初期から晩年に至る芥川文学における宗教的なるものへの志向性が明らかにされている。「第
三篇 地獄巡りの物語と「天上と地上の往還」物語―永遠の故郷への巡礼の旅―」は、森鷗外『即興
詩人』、宮沢賢治「雁の童子」、和辻哲郎『古寺巡礼』、堀辰雄『大和路・信濃路』、遠藤周作『死海の
ほとり』等の多様なテクストを取り上げ、〈巡礼の旅〉の枠組みが個々のテクストにおいて果たして
いる機能を分析することによって、日本近代文学における超越的志向の諸相を明らかにしている。 
以上のように多岐に及ぶ近代文学テクストを分析対象として、日常的現実とは異質の彼方の領域、
或いは根源的な場としてのトポスへの志向が、近代の小説や詩の展開を導くモチーフとして、また
テクストを構造化する契機として機能する様態を精緻に解明した本論文は、従来の近代文学研究に
様々の軌道修正を迫る多くの新見を含んでおり、斯学の発展に寄与するところ多大なるものがある。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
 
